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放課後児童健全育成事業

美山町放課後児童健全育成事業

一般会計
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3.民生費 - 2.児童福 - 1.児童福

　保護者が就労等により昼間家庭にいない小学校に就学している概ね10歳未満の児童に対し、授業の終了後に

適切な遊び及び生活の場を与え、その健全な育成を図る。

指導員賃金　　　　 2,738,540円

委託料　　　　　 　　627,000円（送迎委託）　　　　　　　　　　　　

美山管内１教室の開設

　・美山放課後児童クラブ

　　　開設場所　　宮島小学校内

　　　児童数　20名

　　（宮島小・大野小・鶴ヶ岡小・平屋小・知井小）
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平成23年度　　事業評価（事業活動記録）

事業No. 280

現年

所管部局

評価表作成者

①施策で目指す目標との関連付け

　小学校に就学している１～３年生の児童で、保護者が就労等により昼間家庭にいない子どもを対象とし

て、放課後および学校の長期休暇等の時間帯において保護者の替わりに家庭的機能の補完をしながら「生

活」の場を提供し、「遊び」及び「生活」を通じてその子どもの健全育成を図ることを目的とする事業。

②事業を実施する必要性

　児童福祉法第２１条の９において、市町村の努力義務として、その区域内において放課後児童健全育成事

業（子育て支援事業）が着実に実施されるよう、必要な措置の実施に努めるべきことが示されている。

3,657決算額または計画額

財

源

内

訳

うち一般職・嘱託職・臨時職の

給与および共済費等

使用料・手数料等

国 ・ 府 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源

職 員 等 の 従 事 人 員

人 件 費

事 業 費 総 額

3,924 3,956 3,547 6,238 6,036 6,036
単 位

人 /年

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

2,921 2,885 3,138 2,739 4,820 0 0
521 451 350 616 500 450 450
377 377 377 1,170 1,178 1,131 1,131

0 0 0 0 0 0 0
2,759 3,096 3,229 1,761 4,560 4,455 4,455

2.25 2.23
5,246 5,354
6,063 6,162

平19決算 平20決算 平21決算 平22決算 平23予算 平24計画 平25計画

－

－

－

千円未満を四捨五入し表示しているので、合計等が一致しない場合がある。

※事業費を要しない場合は「0」、事業を実施しない場合は「空白」で表示。

※
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・市内６クラブの指導員合同研修会を2回実施し「指導員の仕事について」や、「発達障害の子どもとの接し方

について」を外部講師により学習することができた。

・南丹市放課後児童健全育成事業運営委員会においてご協議いただき、平成22年度から新たに実施した土曜日

受け入れについて検証等を行った。

・美山地区は各小学校間が離れているため、児童クラブ開設場所（宮島小）への送迎体制の充実が必要とされ

ている。

・市内６クラブの指導員合同研修会を2回実施し「子どもたちと遊ぶ工作」づくりについてや、事故や怪我の対

応（ＡＥＤ講習等）を行うことができた。

・南丹市放課後児童健全育成事業運営委員会においてご協議いただき、平成22年度から土曜日も対象児童を受

け入れする方向となった。

・美山放課後児童クラブでは、地域性に配慮し対象要件を満たす小学4年生の長期休暇(夏休み等）に限定て受

け入れを行っている。そのため4年生がリーダー的役割を果たし異年齢児童の交流が図られた。

６６６６....活動活動活動活動のののの詳細詳細詳細詳細

７７７７....所属長評価所属長評価所属長評価所属長評価〔平成20年度から改善した点、今後の展開など〕

【【【【参考参考参考参考】】】】過年度過年度過年度過年度のののの評価評価評価評価

■平成22年度の所属長評価

①有効性・効率性を向上させるため、担当職員と議論を重ねた点

　保護者の就労実態に合わせ4月1日からの新1年生受入、長期休暇中の開設時間を午前8時からする点を議論し

実施した。

②当該事業のアピール事項

　平日の午後、長期休暇などの1日を安心して過ごせ場が児童クラブ以外にないことから子どもたちの継続した

生活の場として定着してきた。

③反省点、今後の展開・方向性等

　平成２２年度から年間250日以上の開設を求められている点について協議をし、実施する必要がある。

■平成21年度の所属長評価
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